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今
月
の
主
な
紙
面

●創立60周年記念 第33回電気工事業全国大会　 1 ～ 7 面

●優秀施工者国土交通大臣顕彰　 8 面

●定期講習会場一覧　 9 面

●青年部活動報告（中部）　 12面

鳥
取
県

わ

が

ま

ち

自

慢

わ

が

ま

ち

自

慢

　

鳥
取
県
西
部
に
位
置
す
る
境
港
市
に
は
今
で
も
た
く

さ
ん
の
妖
怪
が
棲
ん
で
い
ま
す
。
妖
怪
マ
ン
ガ
家
、
水

木
し
げ
る
氏
が
境
港
市
出
身
に
因
ん
で
1
9
9
3
（
平

成
5
）
年
7
月
に
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
が
誕
生
し
ま
し

た
。
誕
生
か
ら
25
周
年
と
な
る
2
0
1
8
（
平
成
30
）

年
7
月
、
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
、
懐
か

し
い
昭
和
レ
ト
ロ
な
街
並
み
は
そ
の
ま
ま
に
、
歩
道
が

拡
が
り
休
憩
所
も
増
え
ま
し
た
。
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
は

妖
怪
の
棲
む
場
所
に
よ
り
ゾ
ー
ン
分
け
な
ど
、
す
べ
て

再
配
置
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
か
ら
続
く
約
8
0
0
ｍ
の

通
り
に
1
7
7
体
の
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
立
ち
並
び
ま

す
。　
　
　
　

　

ま
た
新
た
に
、
夜
に
は
ロ
ー
ド
全
線
に
妖
怪
た
ち
の

影
絵
の
照
明
が
投
射
さ
れ
た
り
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
施
さ
れ
、
訪
れ
る
お
客
様
が
い
つ
で
も
快

適
に
楽
し
め
る
よ
う
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

緻
密
な
照
明
制
御
が
、
効
果
的
な
音
響
と
相
ま
っ
て

あ
た
か
も
妖
怪
が
棲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
街
路
を
創

り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
2
0
1
8

年
に
は
国
土
交
通
省
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
部
門
で
の

最
優
秀
賞
と
な
る
「
創
意
工
夫
大
賞
」
を
受
賞
。
続
い

て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
「
照
明
学
会
」
の
2
0
1
9
年

照
明
デ
ザ
イ
ン
賞
「
最
優
秀
賞
」
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
日
没
か
ら
22
時
ま
で
一
年
中
、
毎

日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昼
と
夜
で
は
違
う
雰
囲
気
を
楽

し
め
る
妖
怪
ワ
ー
ル
ド
「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夜の水木しげるロード

に
変
化
す
る
時
代
に
遅
滞
す

る
こ
と
な
く
、潮
流
を
読
み
、

信
念
と
情
熱
で
常
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
続
け
る
」
こ
と

を
強
調
し
て
、「
全
日
電
工

連
は
次
の
70
周
年
に
向
け
て

さ
ら
に
安
全
・
安
心
を
提
供

す
る
と
い
う
原
点
に
返
り
、

お
客
様
目
線
で
社
会
の
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
組
織
を
目
指

す
努
力
を
重
ね
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

　

大
会
式
典
で
は
、
経
済
産

業
大
臣
表
彰
・
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰
・

全
日
電
工
連
会
長
表
彰
な
ど

に
続
き
、
石
川
県
へ
記
念
品

と
し
て
電
気
自
動
車
が
贈
呈

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
祝

辞
、
優
良
事
業
工
組
表
彰
、

優
良
事
業
工
組
・
青
年
部
優

良
活
動
事
業
発
表
、
意
見
交

換
会
の
報
告
に
続
き
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
共
通

の
総
意
と
し
て
大
会
決
議
を

採
択
し
た
。

　

引
き
続
き
、
第
4
回
電
気

工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
と

第
34
回
電
気
工
事
業
全
国
大

会
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
前
に
は
、
よ
り
一
層

の
知
見
を
深
め
る
場
と
し
て

組
合
活
性
化
研
修
会
を
開

催
。
10
月
16
日
に
は
、
テ
ー

マ
に
基
づ
き
意
見
交
換
会
を

実
施
す
る
な
ど
充
実
し
た
大

会
と
な
っ
た
。

　

大
会
会
場
に
隣
接
す
る
地

下
広
場
で
は
、
全
日
電
工
連

60
年
の
足
跡
と
業
界
Ｐ
Ｒ
、

企
業
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
た

（
全
国
大
会
関
連
記
事
は
2

〜
7
面
に
も
掲
載
）。

創
立
6 0
周
年
記
念 

第
3 3
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

70周年に向けて更なる飛躍を誓う70周年に向けて更なる飛躍を誓う
　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
主
催
、
北
陸
電

気
工
事
組
合
連
合
会
主
管
に
よ
る
創
立
60
周
年
記
念 

第

33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
10
月
16
日
と
17
日
、
石
川

県
金
沢
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
組
合
員
、
青
年

部
員
な
ど
大
勢
の
参
加
者
が
集
結
し
た
大
会
は
、
電
気
工

事
業
の
進
む
べ
き
指
針
を
確
認
し
、
次
の
70
周
年
に
向
け

て
更
に
飛
躍
す
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
有
意
義
な
大
会

と
な
っ
た
。

金
沢
市
で
開
催

　

創
立
60
周
年
記
念
と
な
る

今
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

『
輝
く
明
日
へ　

社
会
を
照

ら
す
使
命
の
リ
レ
ー
を
、
今

こ
こ
か
ら
』。
サ
ブ
テ
ー
マ

に
『
知
ろ
う
、
語
ろ
う
、
伝

え
よ
う
、
電
気
工
事
の
魅
力

と
誇
り
』
を
掲
げ
、
組
合
員

の
道
を
拓
く
機
会
と
し
て
情

報
共
有
と
更
な
る
飛
躍
の
方

策
を
討
議
し
た
。

　

式
典
で
米
沢
会
長
は
、
台

風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
を
述
べ
た
後
、

「
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、

大
会
開
催
の
可
否
も
検
討
し

た
。
し
か
し
復
旧
支
援
に
向

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
何
と

か
見
通
し
が
つ
い
た
と
聞
か

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
経
済
産

業
省
か
ら
は
、
全
日
電
工
連

に
は
本
格
的
な
復
興
に
あ
た

り
電
気
保
安
の
確
保
に
対
し

全
面
的
な
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
お
聞
き
し
た
。
そ
れ

な
ら
ば
全
国
か
ら
集
ま
る
仲

間
た
ち
と
共
に
、
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
復
興
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
意
す
る
大
会

に
し
た
い
と
考
え
て
開
催
を

決
断
し
た
」
と
思
い
を
述
べ

た
。
続
け
て
、「
業
界
の
持

続
的
成
長
を
願
っ
て
奔
走
さ

れ
た
先
達
の
卓
越
し
た
先
見

性
と
英
断
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
、
そ
の
基
盤
の
上
に
今

日
が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
今
後
と
も
努
力
を
重
ね

た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
民

の
豊
か
な
生
活
や
産
業
基
盤

の
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
と
い
う

強
い
自
覚
と
自
負
心
に
加

え
、
24
時
間
に
わ
た
り
電
気

を
送
り
届
け
る
と
い
う
使
命

感
と
義
務
を
い
つ
の
時
代
も

欠
か
す
こ
と
は
な
い
。
急
速

災
害
復
旧
活
動
に
傾
注
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
金
沢
の
伝

統
文
化
で
あ
る
素
囃
子
が
披

露
さ
れ
た
後
、
大
会
主
管
で

あ
る
北
陸
電
気
工
事
組
合
連

合
会
の
前
田
豊
次
副
会
長

が
、「
今
年
の
全
国
大
会
は

全
日
電
工
連
の
創
立
60
周
年

を
記
念
し
た
大
会
だ
。
こ
の

記
念
す
べ
き
全
国
大
会
が
全

日
電
工
連
の
新
た
な
1
ペ
ー

ジ
に
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
力
強
く
開
会
宣
言
。

国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表

し
て
米
沢
会
長
が
全
日
電
工

連
の
礎
を
築
い
た
先
達
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
取
り
組
み
や
方
針
な
ど

を
述
べ
た
。

　

今
回
は
創
立
60
周
年
記
念

表
彰
と
し
て
、全
日
電
工
連
、

各
都
道
府
県
電
気
工
事
業
工

第 3 3 回  全国大会

知

ろ

う

、
語

ろ

う

、
伝

え

よ

う

、

電

気

工

事

の

魅

力

と

誇

り

使命のリレーを、今ここから

業
組
合
お
よ
び
電
気
工

事
業
界
の
発
展
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
な
方
々
に
経
済
産

業
大
臣
表
彰
と
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

経
済
産
業
大
臣
表
彰

60周年記念事業として
石川県へＥＶ車を贈呈

お
礼
を
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
た
。

　

北
陸
電
力
の
久
和
進
代
表

取
締
役
会
長
は
「
貴
連
合
会

60
年
の
歴
史
は
、
我
が
国
の

電
気
工
事
業
の
発
展
に
大
い

に
貢
献
し
て
き
た
歴
史
そ
の

も
の
だ
。
自
然
災
害
が
激
甚

化
す
る
な
か
、
電
気
の
重
要

性
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
迅
速
か
つ
き
め
細
や
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

貴
連
合
会
の
皆
さ
ま
の
力
が

必
要
だ
。
貴
連
合
会
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
一
丸
と
な
っ

て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
し

て
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

第
4
回
目
の
実
施
と
な
る

優
良
事
業
工
組
表
彰
は
、
埼

玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合
の

「
工
業
高
校
生
電
気
工
事
士

資
格
取
得
支
援
事
業
」
が
金

賞
を
受
賞
。
ま
た
、
銀
賞
3

事
業
、
銅
賞
3
事
業
、
優
良

賞
5
事
業
が
選
ば
れ
表
彰
さ

れ
た
。
表
彰
後
に
は
、
金
賞

を
受
賞
し
た
埼
玉
県
電
工
組

と
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
3
回

青
年
部
優
良
活
動
発
表
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
福
岡

県
電
工
組
青
年
部
が
事
業
内

容
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

10
月
16
日
に
、
未
来
の
電

気
工
事
業
の
働
き
方
や
人
材

開会宣言する
北陸電工連 前田 副会長

進
し
た
全
国
青
年
部
協
議
会

（
団
体
受
賞
）
と
第
1
回
・

第
2
回
電
気
工
事
技
能
競
技

全
国
大
会
の
実
務
総
括
責
任

者
を
務
め
た
新
潟
県
電
工
組

の
斎
藤
賢
副
理
事
長
が
表
彰

さ
れ
た
。

　

組
合
役
員
功
労
表
彰
は
、

北
陸
電
気
工
事
組
合
連
合
会

お
よ
び
北
陸
三
県
電
気
工
事

工
業
組
合
で
、
永
年
に
わ
た

り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
組
合
運
営
に

特
筆
す
べ
き
功
績
の
あ
る
役

員
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。
受
賞
者
6
名
を
代

表
し
て
石
川
県
電
工
組
の
稲

垣
健
英
副
理
事
長
が
米
沢
会

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を

受
け
取
っ
た
。

　

創
立
60
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
石
川
県
へ
記
念
品
と

し
て
電
気
自
動
車
を
贈
呈
。

米
沢
会
長
が
谷
本
正
憲
県
知

事
へ
車
の
鍵
を
渡
し
、
谷
本

県
知
事
か
ら
は
感
謝
状
が
米

沢
会
長
に
贈
ら
れ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
宮
本
経

済
産
業
大
臣
政
務
官
が
「
多

く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
、

全
国
各
地
か
ら
の
仲
間
の
応

援
を
得
な
が
ら
、
不
眠
不
休

で
復
旧
作
業
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

電
気
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

存
在
さ
せ
る
た
め
、
皆
さ
ま

方
に
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
社

会
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
国
民

の
豊
か
な
生
活
と
産
業
基
盤

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
を
担

う
、
そ
の
大
き
な
責
任
ま
た

自
負
の
中
で
皆
さ
ま
方
に
は

ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

谷
本
石
川
県
知
事
は
、
県

に
対
す
る
電
気
自
動
車
の
寄

贈
に
お
礼
を
述
べ
た
後
、「
近

年
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

大
き
な
災
害
が
全
国
各
地
で

相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、

各
地
の
災
害
に
お
い
て
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
復
旧

作
業
に
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
改
め
て
申
し
上
げ
る

ま
で
も
な
く
、
電
気
設
備
が

高
度
化
・
多
様
化
す
る
中
、

熟
練
し
た
技
術
と
豊
富
な
知

識
は
重
要
な
も
の
だ
。
こ
う

し
た
中
、
全
国
各
地
か
ら
会

員
の
皆
さ
ま
方
が
一
堂
に
会

し
て
会
員
相
互
の
交
流
が
深

ま
る
事
は
大
変
意
義
あ
る
も

の
だ
」
と
述
べ
た
。

　

山
野
之
義
金
沢
市
長
は

「
皆
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
様

々
な
活
動
を
し
て
い
る
と
思

う
が
、
金
沢
市
も
長
期
に
わ

た
り
皆
さ
ま
が
私
た
ち
を
支

え
る
活
動
を
し
て
く
れ
て
い

る
。
ま
た
、
工
業
高
校
の
生

徒
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
実
務
的

な
講
習
や
研
修
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
若
い
人
材
の

雇
用
を
確
保
す
る
点
に
お
い

て
も
、
大
変
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て

は
、
小
林
功
副
会
長
、
安
田

耕
一
理
事
、
兵
庫
県
電
工
組

の
向
山
和
義
理
事
長
に
宮
本

周
司
経
済
産
業
大
臣
政
務
官

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
長
表
彰
は
、
嶋
野
貞
雄

理
事
と
後
藤
田
裕
監
事
に
石

川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
石
野
圭
祐
事
務
局
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
全
日
電
工
連
の

役
員
と
し
て
50
周
年
記
念
大

会
以
降
、
副
会
長
を
6
年
以

上
務
め
た
方
へ
の
感
謝
状
と

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
尾

池
一
仁
相
談
役
が
米
沢
会
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
受

け
取
っ
た
。

　

ま
た
、
全
日
電
工
連
の
事

業
遂
行
功
労
者
と
し
て
、
業

界
理
解
促
進
交
流
事
業
を
推

兵庫県工組
向山 和義 理事長

全日電工連
安田 耕一 理事

全日電工連
小林 功 副会長

経済産業大臣表彰

全日電工連
後藤田 裕 監事

全日電工連
嶋野 貞雄 理事

全国中小企業団体中央会会長表彰

全日電工連
尾池 一仁 相談役

全国青年部協議会
大上 真一 会長

新潟県工組
斎藤 賢 副理事長

全日電工連会長表彰

大 会大 会

式 典式 典
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輝く明日へ　社会を照らす第 3 3 回  全国大会

全日電工連創立 60 周年記念 第 33 回電気工事業全国大会
各表彰受賞者

（敬称略）

経済産業大臣表彰
副会長 小林　功
理　事 安田　耕一
兵庫県　理事長 向山　和義

全国中小企業団体中央会会長表彰
理　事 嶋野　貞雄
監　事 後藤田　裕

全日本電気工事業工業組合連合会感謝状
相談役 尾池　一仁
前相談役 前村　隆規
前相談役 山野　國廣

全日本電気工事業工業組合連合会事業功労者表彰
『業界理解促進交流事業功労者表彰』 
【団体受賞】
全日本電気工事業工業組合連合会全国青年部協議会

『電気工事技能競技全国大会事業功労者表彰』 
第 1 回 · 第 2 回大会　実務総括責任者
（新潟県　副理事長）斎藤　賢
全日本電気工事業工業組合連合会会長表彰（組合役員功労）
富山県 藤田　淳一 前川　喜男
石川県 稲垣　健英 上村　和弥
福井県 加藤　和久 北川　孝幸

確
保
・
育
成
対
策
な
ど
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
意
見
交

換
会
に
つ
い
て
は
、
全
体
総

括
と
テ
ー
マ
ご
と
に
集
約
さ

れ
た
意
見
を
代
表
者
が
報
告

し
た
。

　

大
会
決
議
は
、
広
く
社
会

の
期
待
と
付
託
に
応
え
る
た

め
、
さ
ら
に
強
い
組
織
と
結

束
を
目
指
し
、「
技
術
革
新

に
先
行
す
る
技
術
者
の
育
成

強
化
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る

街
の
電
気
ド
ク
タ
ー
を
目
指

す
」「
業
界
の
発
展
・
繁
栄

に
向
け
、
正
し
い
市
場
作
り

を
め
ざ
す
」「
地
域
社
会
と

と
も
に
歩
み
続
け
る
業
界
と

し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
各
種
事
業
を
具
現
化
」
を

花
元
英
彰
副
会
長
が
表
明

し
、
決
議
文
を
米
沢
会
長
に

手
渡
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
第
4
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
、
技
能
競
技

委
員
会
を
担
当
す
る
小
林
副

会
長
が
開
催
概
要
を
報
告
し

た
。

　

開
催
日
時
は
令
和
2
年
11

月
25
日
（
学
科
競
技
は
24

日
）、
開
催
場
所
は
神
奈
川

県
の
横
浜
ア
リ
ー
ナ
。
出
場

選
手
は
一
般
の
部
が
各
工
組

か
ら
1
名
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

ブ
ロ
ッ
ク
枠
1
名
（
関
東
は

2
名
）、
女
性
の
部
が
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
1
名
、
高
校
生

の
部
が
全
国
工
業
高
等
学
校

長
協
会
の
定
め
る
9
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
66
名
か
ら
最
大
76
名

と
な
る
出
場
選
手
が
各
部
門

の
競
技
課
題
で
競
い
合
う
。

選
手
の
募
集
要
項
な
ど
に
つ

い
て
は
、
来
年
2
月
の
臨
時

総
会
（
合
同
会
議
）
で
公
表

さ
れ
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
に
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
る
第
34
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
の
開
催

地
あ
い
さ
つ
で
は
、
関
西
ブ

ロ
ッ
ク
の
役
員
・
組
合
員
・

青
年
部
会
員
が
映
像
と
と
も

に
関
西
各
県
と
開
催
地
で
あ

る
滋
賀
県
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
参

加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

藤
沢
一
三
副
会
長
は
閉
会

の
言
葉
で
「
電
気
工
事
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
多
少

の
地
域
間
格
差
は
あ
る
も
の

の
、
全
般
的
に
は
安
定
し
た

状
況
だ
と
考
え
て
い
る
。
来

年
に
迫
っ
た
発
送
電
の
法
的

分
離
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、

大
会
決
議
の
と
お
り
、
お
客

様
に
信
頼
さ
れ
る
街
の
電
気

ド
ク
タ
ー
を
目
指
す
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

大
会
終
了
後
の
交
流
会

は
、
北
陸
電
気
工
事
組
合
連

合
会
の
渋
谷
武
副
会
長
に
よ

る
歓
迎
と
感
謝
の
挨
拶
で
開

宴
。
来
賓
を
代
表
し
て
馳
浩

衆
議
院
議
員
が
「
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
る
が
、
皆
の

力
を
結
集
し
て
被
災
地
を
支

援
す
る
気
持
ち
を
高
め
て
い

左から稲垣氏、藤田氏、前川氏、上村氏、加藤氏、北川氏

閉会のことばを述べた
藤沢 副会長

技能競技大会の概要報告
をする小林 副会長

に
は
昭
和
45
年
議
員
立
法
に
よ
る

電
気
工
事
業
法
制
定
を
成
し
と
げ

て
き
ま
し
た
。

　

社
会
的
課
題
が
多
く
あ
る
な

か
、
現
実
を
直
視
し
た
先
達
の
先

見
性
と
卓
越
し
た
英
断
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

眼
下
の
不
安
は
東
日
本
大
震

災
、
北
海
道
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
発
生
等
、
安
泰
と
思
わ
れ

た
停
電
へ
の
対
応
が
再
び
不
安
材

料
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。

　

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
し

て
は
、
い
つ
の
時
代
も
資
源
の
乏

し
い
我
が
国
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
定
確
保
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
地
球
温
暖
化

対
策
な
ど
の
課
題
を
業
界
挙
げ
て

論
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る

新
し
い
電
気
の
カ
タ
チ
の
提
案
に

向
け
た
技
術
を
取
得
し
、
電
気
の

プ
ロ
と
し
て
生
活
水
準
の
向
上
に

貢
献
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
連
合
会
の
重
点
事
業
と
し

大
会
決
議

　

江
戸
時
代
、
加
賀
百
万
石
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
、
今
な
お
歴
史

的
風
情
を
数
多
く
残
す
金
沢
市
に

お
い
て
「
輝
く
明
日
へ 

社
会
を

照
ら
す
使
命
の
リ
レ
ー
を
、
今
こ

こ
か
ら
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲

げ
「
知
ろ
う
、
語
ろ
う
、
伝
え
よ

う
、
電
気
工
事
の
魅
力
と
誇
り
」

を
サ
ブ
・
テ
ー
マ
に
創
立
60
周
年

記
念  

第
33
回
電
気
工
事
業
全
国

大
会
を
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
・
平
成
・
令
和
と
時
代
は

全日電工連 副会長

花元英彰

変
遷
し
、
技
術
も
急
激
に
進
化
す

る
な
か
、
我
々
は
い
つ
の
時
代
に

あ
っ
て
も
お
客
様
に
24
時
間
に
わ

た
り
低
廉
で
安
定
し
た
電
気
を 

安
全
に
お
届
け
す
る
社
会
的
使
命

を
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
本
大
会
は
創
立
60
周
年
を

記
念
す
る
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
節
目
に
あ
た
り 

相
互
扶
助
・
経
済
的
価
値
の
向
上

を
目
指
し
工
業
組
合
を
設
立
し 

草
創
期
の
昭
和
35
年
業
界
秩
序
の

安
定
と
施
工
品
質
確
保
を
目
指
し 

電
気
工
事
士
法
を
制
定
し
、
さ
ら

　

以
上
関
係
行
政
並
び
に
諸
団
体

関
係
企
業
に
対
し
一
層
の
ご
指
導

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
来

た
る
創
立
70
周
年
に
向
か
い
、
我

々
組
合
員
は
広
く
社
会
の
付
託
に

応
え
る
た
め
さ
ら
に
強
い
組
織
と

結
束
を
目
指
す
こ
と
を
こ
こ
に
決

議
す
る
。

令
和
元
年
10
月
17
日

れ
る
、
街
の
電
気
ド
ク

タ
ー
を
め
ざ
す

一 

・
デ
ジ
タ
ル
革
命
時

代
に
対
応
し
た
働
き

方
の
未
来
を
見
通
し

業
界
の
次
な
る
発
展

繁
栄
に
向
け
正
し
い

市
場
作
り
を
め
ざ
す

一 

・
創
立
70
周
年
に
向

け
あ
る
べ
き
姿
を
俯

瞰
し
地
域
社
会
と
と

も
に
歩
み
続
け
る
業

界
と
し
て
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
各
種
事

業
を
具
現
化
す
る

て
過
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま

す
業
界
理
解
促
進
活
動
は
じ
め
知

見
拡
充
事
業
や
福
利
厚
生
事
業

等
、
業
界
に
役
立
つ
連
合
会
を
目

指
し
、
事
業
の
一
層
の
拡
充
と
推

進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
全
国
か
ら
集
っ
た
組
合

員
青
年
部
員
の
総
意
と
し
て
、
次

の
通
り
決
議
い
た
し
ま
す
。

一
・
技
術
革
新
に
先
行
す
る
技
術

者
の
育
成
強
化
を
図
り
、
信
頼
さ

宮本 周司 経済産業大臣政務官 馳　浩 衆議院議員谷本 正憲 石川県知事山野 之義 金沢市長
北陸電力

久和 進 代表取締役会長

祝
辞
を
頂
い
た

ご
来
賓
の
方
々

会長表彰（役員功労）

こ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

賛
助
企
業
を
代
表
し
て
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ラ
イ
フ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の
道

浦
正
治
社
長
の
乾
杯
で
ス

タ
ー
ト
し
た
交
流
会
は
、

参
加
者
相
互
に
交
流
を
深

め
、
盛
会
の
う
ち
に
沼
尻

芳
治
副
会
長
の
閉
会
の
辞

で
終
了
し
た
。

交流会開会あいさつをする
北陸電工連 渋谷 副会長
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第 3 3 回  全国大会

事例発表事業

ジャンル 発表順 工組 支部 / 青年部等 事　　　　　業　　　　　名

共
同
経
済
事
業

1 富山 本部 計器取次店業務の委託拡大

2 香川 本部 引込線計画張替工事の実施

3 鹿児島 鹿児島支部
鹿児島支部青年部 鹿児島市「天文館ミリオネーション」設置事業

人
材
確
保
・
育
成
事
業

4 北海道 札幌支部青年部 教育機関連携事業　謎知る追求バラエティー
「電気の魅力を知ッテ Q」

5 三重 四日市支部 工業高校生のインターンシップの受入

6 島根 本部 組合員各社の新入社員の集合教育実施について

時 Ｉ
代 Ｔ
に  ・
対 外
応 国
す 人
る  ・
事 女
業 性
　 活
　 躍

7 新潟 本部 組合の IT 化推進事業　～組合イントラネット・
Web 会議システムの導入～

8 群馬 本部／青年部 外国人留学生に対する電気工事・電気設備専門
技術の教育支援

9 京都 本部 女性部会設立

　

優
良
事
業
工
組
表
彰
は
今

回
で
第
4
回
と
な
り
、
ま
た
、

青
年
部
優
良
活
動
発
表
会
は

昨
年
度
に
第
3
回
を
終
え
、

数
多
く
の
全
国
各
地
の
工
組

・
支
部
・
青
年
部
の
素
晴
ら

し
い
事
業
が
広
く
周
知
さ
れ
、

他
工
組
等
で
事
業
展
開
さ
れ

る
事
例
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
よ
り

一
層
の
知
見
を
深

め
る
場
と
し
て
、

第
4
回
優
良
事
業

工
組
表
彰
エ
ン
ト

リ
ー
54
事
業
お
よ

び
昨
年
度
実
施
し

た
第
3
回
青
年
部

優
良
活
動
事
例
10

事
業
の
計
64
事
業

の
中
か
ら
、
幅
広

く
様
々
な
事
業
を

学
ぶ
こ
と
を
選
考
基
準
に
、

「
共
同
経
済
事
業
」「
人
材
確
保

・
育
成
事
業
」「
Ｉ
Ｔ
・
外
国

人
・
女
性
活
躍
に
係
る
時
代
に

対
応
す
る
事
業
」
の
3
ジ
ャ
ン

ル
に
分
け
て
9
事
業
（
左
表
）

の
事
例
発
表
を
組
合
活
性
化

研
修
会
で
行
っ
た
。
各
ジ
ャ
ン

ル
の
発
表
後
に
は
質
疑
応
答

も
行
っ
た
。

第4回　優良事業工組表彰　受賞組合

工　組　名 事　　　　　業　　　　　名

金　賞 埼玉県電気工事工業組合 工業高校生電気工事士資格取得支援事業

銀　賞 新潟県電気工事工業組合 組合のＩＴ化推進事業

銀　賞 群馬県電気工事工業組合 外国人留学生に対する電気工事・電気設備専門技術の教育支援

銀　賞 熊本県電気工事業工業組合 電気系教育機関との交流事業

銅　賞 三重県電気工事業工業組合 工業高校生のインターンシップの受入

銅　賞 島根県電気工事工業組合 組合員各社の新入社員の集合教育実施について

銅　賞 徳島県電気工事業工業組合 安全・安心な地域社会づくりのための防犯活動

優良賞 山形県電気工事工業組合 職業訓練法人山形県電気工事技術協会の取り組み

優良賞 石川県電気工事工業組合 「業界ＰＲ冊子」の作成

優良賞 滋賀県電気工事工業組合 障害福祉サービス事業所への廃電線無償提供事業

優良賞 大阪府電気工事工業組合 接地工事研修会～接地工事は保安の要！～の実施

優良賞 佐賀県電気工事業工業組合 組合シンボルマーク、キャラクターデザイン　リニューアル事業

組 合 活 性 化 研 修 会

全 国 工 組 の 特 色 あ る
事 業 を 発 表

3ジャンル・9事業を発表3ジャンル・9事業を発表

優
良
事
業
工
組
表
彰

閉会あいさつをする
小野寺総務･財政委員長

趣旨説明をする
藤沢副会長

埼玉県の事業を発表する佐藤隆行常務理事 福岡県青年部事業を発表する斉藤勢一青年部会長

事例発表後に質疑応答

左から金賞の埼玉県､ 銀賞の新潟県･群馬県･熊本県
銅賞の三重県･島根県･徳島県

　

大
会
式
典
で
は
、
優
良
事
業

工
組
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
の
は
埼
玉

県
電
工
組
の
「
工
業
高
校
生
電

気
工
事
士
資
格
取
得
支
援
事

業
」。
銀
賞
は
新
潟
県
電
工
組

と
群
馬
県
電
工
組
と
熊
本
県
電

工
組
、
銅
賞
は
三
重
県
電
工
組

・
四
日
市
支
部
と
島
根
県
電
工

組
と
徳
島
県
電
工
組
が
受
賞
。

優
良
賞
は
、
山
形
県
電
工
組
、

石
川
県
電
工
組
、
滋
賀
県
電
工

組
、
大
阪
府
電
工
組
、
佐
賀
県

電
工
組
が
受
賞
し
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
埼
玉
県
電

工
組
と
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
全

国
青
年
部
会
員
大
会
の
優
良
活

動
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
福
岡
県
電
工
組
青
年
部
の

「
拾
っ
て
覚
え
る
！
実
践　

電

気
工
事
積
算
入
門
発
行
」
の
事

業
内
容
は
、
式
典
で
発
表
さ
れ

た
。

　

第
4
回
優
良
事
業
工
組
表
彰

実
施
事
業
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

た
全
54
事
業
と
青
年
部
優
良
活

動
発
表
会
の
全
10
事
例
が
収
録

さ
れ
た
冊
子
は
、
大
会
当
日
に

参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。

優
良
事
業
表
彰
は

優
良
事
業
表
彰
は
1 21 2
工
組
が
受
賞

工
組
が
受
賞

金

賞

は

埼

玉

県

電

工

組
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第 3 3 回  全国大会

　

10
月
16
日
、
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
で
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
産
業
間

の
人
材
の
取
り
合
い
や
熟
練
電
気
工
事

技
術
者
の
退
職
な
ど
、
人
材
不
足
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
「
働
き
方
改
革
」
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
る
な
か
、「
働
き
方
」
そ
の
も
の

が
変
化
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
、
全
日
電
工
連

は
①
業
界
づ
く
り
②
人
づ
く
り
③
仕
事

づ
く
り
を
念
頭
に
各
種
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。『
近
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
』『
青
年

部
提
言
書
2
0
1
6
』
の
具
現
化
事
業

と
し
て『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
』

の
全
国
展
開
、『
電
気
工
事
魅
力
発
信

サ
イ
ト
』
構
築
に
よ
る
更
な
る
業
界
認

知
活
動
な
ど
の
諸
施
策
を
開
始
し
て
い

る
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
左
記
の
テ

ー
マ
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
を
北
陸

電
工
連
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
大
地
正

喜
会
長
が
説
明
を
行
い
、
参
加
者
は
こ

れ
を
元
に
テ
ー
マ
ご
と
に
振
り
分
け
ら

意 見 交 換 会

意見交換会の主旨説明をした
北陸電工連青年部連絡協議会

大地会長

情
報
共
有
化

情
報
共
有
化
を
目
指
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

れ
た
テ
ー
ブ
ル
で
意
見
交
換
に

臨
ん
だ
。

　

意
見
交
換
会
は
、

・ 

テ
ー
マ
Ａ　

デ
ジ
タ
ル
革
命

が
も
た
ら
す
電
気
工
事
業
の

働
き
方
の
未
来

・ 

テ
ー
マ
Ｂ　

地
域
電
気
工
事

業
者
へ
の
人
材
供
給
の
活
性

化
に
向
け
た
今
後
の
人
材

確
保
と
人
づ
く
り

・ 

テ
ー
マ
Ｃ　

全
日
電
工
連

60
年
の
足
跡
か
ら
学
ぶ　

我
々
が
描
く
こ
れ
か
ら
の

組
合
事
業
〜
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
組
合
事
業
と

は
〜

の
3
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各

地
域
の
情
報
共
有
化
を
目
指
し
て
90
分

に
わ
た
り
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　

講
評
で
、
全
日
電
工
連
の
沼
尻
芳
治

副
会
長
は
「
今
日
の
意
見
交
換
会
で
生

ま
れ
た
人
脈
は
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
人

生
の
大
き
な
糧
と
な
る
こ
と
と
思
う
。

本
日
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基
に
、
全

日
電
工
連
は
強
く
固
い
組
織
づ
く
り
を

加
速
し
て
い
く
の
で
、
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

翌
17
日
の
大
会
式
典
で
は
大
地
会
長

が
、「
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
全
日
電

工
連
は
、
激
変
す
る
新
し
い
時
代
に
変

化
を
も
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
青
年
部
員
と
一
致
団
結
し

て
変
化
を
先
取
り
し
、
時
代
の
流
れ
を

つ
か
み
組
合
の
組
織
づ
く
り
を
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
会
と

と
も
に
今
回
の
意
見
交
換
会
を
役
立

て
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
見
交
換
会
を

総
括
。
ま
た
、
テ
ー
マ
ご
と
の
集
約
さ

れ
た
意
見
を
代
表
者
が
発
表
し
た
（
集

約
さ
れ
た
意
見
は
下
記
参
照
）。

講評を述べた
全日電工連・沼尻副会長

　全日電工連の設立から電気工事士法や電気工
事業法制定に至った経緯、過去に実施してきた事
業を学び、その後、各地で実施中の事業について
成功体験をもとに現在を語り合った。さらに、今
後組合としてどのような事を行っていくべきか
の意見交換を行った。
　組合加入の魅力を増やす、電気工事士の地位向
上など様々な声が聞かれたが、なかでも組合員の
拡大という言葉が多く出た。現在多くの工組にて、組合員数は右
肩下がりであり、組合員の拡大は急務であると考える。組合に加
入することのメリットを広く知らしめ、未加入の電気工事会社の
方々に興味をもっていただくことが大切だ。
　組合最大のメリットは同業者同士の横のつながりだと思う。素
晴らしい組合をさらに強力な組織にするために、皆で協力をして
いきたい。

テーマＣ　発表者：福井県工組青年部　谷口 崇 部長　

全日電工連 60 年の足跡から学ぶ我々が描くこれからの組合事業

～社会の変化に対応した組合事業とは～

テーマＢ　発表者：石川県工組青年部　森川 昌志 部長　

地域電気工事業者への人材供給の活性化に向けた

今後の人材確保と人づくり

　昨今の働き方改革に伴い、経済産業省・国土交
通省とも連携しながら、週休二日制、有給休暇の
取得も大事であるが、福利厚生を充実させなが
ら、街の支え手としての使命と誇りを前面に押し
出し、それを理解した保護者や先生が子どもたち
に就職して欲しいと思ってもらえる魅力ある業
界づくりが重要である。
　また、定着率を改善するためには、現在でも初
心者教育は行っているが、さらに進めて組合を活用した長期的な
人材育成を行うシステムの構築が必要ではないかという意見があ
った。
　認知度不足の改善については、ＳＮＳの影響力を鑑みて、全日
電工連のスケールメリットを活かしたコラボ、他業界とのコラボ
という意見もあった。一般の人に電気を知ってもらうためにＳＮ
Ｓやコラボを上手く使い、共感、共有してもらうことが有効では
ないかとの声が多く聞かれた。

新しい時代に新しい時代に

変化を持って対応変化を持って対応

　近年よく耳にするようになったＩｏＴやビッ
グデータ、ＡＩは、現時点では電気工事業でそれ
らの活用方法や働き方改革に繋がるような事例
は思った以上に少ない。
　我々が日々行っている仕事は、案件ごとのケー
スバイケース的な要素が多く、そっくりそのまま
ロボットが取って代わるには非常に困難である
と考えられる。
　もっと身近な未来、部分的なものからでも現在の仕事のやり方
を考え直す、新たなデバイスを駆使することでデジタル革命を利
用する、そして作業効率化と簡略化を実現し、生産性の向上を実
現させていく。これが私たちの働き方の未来であると考えられる。
我々はデジタル革命が電気工事業界の働き方改革に繋がるよう、
全日電工連を主軸に各県の組合全体で取り組んでいく必要があ
る。令和元年を電気工事業の働き方改革元年とし、私たちの力で
業界全体を盛り上げていきたい。

テーマＡ　発表者：富山県工組青年部　松田 卓 部長　

デジタル革命がもたらす電気工事業の働き方の未来
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全国大会の思い出
　～フォトアルバム～

第 3 3 回  全国大会

今出大会実行委員長、米沢会長、稲垣実行副委員長 大会を裏で支えたスタッフ

北陸電工連・木下専務理事（左）
と石川県電工組・時長事務局長 大会運営に尽力した部会長

乾杯のあいさつをする
パナソニック株式会社
ライフソリューションズ社
の道浦社長

全日電工連60年の足跡パネル・企業展示・業界ＰＲ
コーナー・ＶＲ体験コーナーで賑わうおもてなしド
ーム地下広場には地元の高校生も訪れた

台風19号による被害や影響が懸念されたが、
復興支援を胸に全国から多くの仲間が金沢に
集まった

60周年を記念して石川県へ電気自動車を寄贈

次回全国大会開催地の滋賀県をＰＲ

もてなし茶会

金
沢
の
伝
統
芸
能
を
披
露

大会参加者へ配布
されたトートバッ
グと冊子
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1957 全日本電気工事業協同組合連合会
 （現在の工業組合連合会の前身）設立総会。
 会員数　全国の電気工事業協同組合69
 初代会長　重宗雄三氏
 主な事業として、電気工事士法、電気工事業法制定実現の為の活動。
1958 全日本電気工事業協同組合連合会が通商産業大臣より設立認可。
1959  連合会機関紙「全日連広報」を発刊。
1960 電気工事士法制定。
1961  二代会長に川上為治氏が就任。
1962  会長、理事長2頭体制。
 会長に川上為治氏。
 理事長に佐々木重利氏就任。
1964 理事長に勝又正久氏就任。
1963～1970  電気工事業法制定のため、組織的に請願活動を展開。
1966 全日本電気工事業協同組合連合会を発展的に解散し、
 中小企業団体の組織に関する法律に基づく商工組合連合会として、
 全日本電気工事業工業組合連合会設立（通商産業大臣認可）。
1967  理事長に林雪治氏就任。
1968 理事長に米沢外秋氏就任。
1970  悲願が実り、電気工事業法制定。
1971  理事長制を廃止し、会長制。
 米沢外秋氏が理事長から会長に就任。
1973 電線パニック危機突破全国大会を展開。
 「家庭用電気設備安全運動月間」運動を全国的に開始。
 （現在は「電気使用安全運動」）
1975 電気工事士法改正促進運動を開始。
1976  共同保守管理業務開始
 （電気事業法施行規則第67条が一部改正）。
1978   全日電工連政治連盟設立。
 全日電工連設立20周年記念式典を挙行
1979  第三者損害賠償制度発足。
1981 グループ共済制度発足。
 従来実施してきた「家庭用電気設備安全月間」運動を発展的に
 解消し、通産省主唱の「電気使用安全運動」に参画。
1983  創立25周年記念第一回電気工事業全国大会を開催。
1984  電気工事士法改正に伴い、電気工事士試験の実施機関として、
 通産大臣の指定を受け（財）電気技術者試験センターが発足。
 当連合会も出捐団体として参画。
1986 電気工事二法改正に全組織を挙げて運動を推進。
1987  電気工事二法改正法公布。
1988 電気工事二法改正により、第一種電気工事士資格講習並びに
 定期講習の実施機関として、通産大臣の指定を受け
 （財）電気工事技術講習センターが発足。
 当連合会も出捐団体として参画。
 創立30周年記念第6回電気工事業全国大会を開催。

全日本電気工事業工業組合連合会のあゆみ全日本電気工事業工業組合連合会のあゆみ
1988 電気工事士法改正に伴う第一種電気工事士資格講習の開始を
 前にして、（財）電気工事技術講習センターから事務委託を受ける。
1989～1990 第一種電気工事士資格講習実施。
1991  国民年金法改正により、厚生大臣の認可を受け、
 全日本電気工事業国民年金基金を設立。
 これにより、全国12の地区で実施する電気工事業厚生年金基金と
 併せ、全ての電気工事業に従事する者に、年金基金加入の道が
 ひらかれた。
1993～1997 第一種電気工事士に義務付けられる5年以内毎の定期講習が実施
 され、約50万人を対象者に当連合会と日本電気協会が
 （財）電気工事技術講習センターから事務委託を受け
 全国47都道府県で実施。
1993 創立35周年記念第11回電気工事業全国大会を開催。
1997 全日電工連全国青年部協議会を設立。
1998  創立40周年記念第15回電気工事業全国大会を開催。
2001  米沢外秋会長死去退任。
 徳住一郎氏会長就任。
2006 岸田進喜氏会長就任。
2007 小澤浩二氏会長就任。
2008  創立50周年記念第25回電気工事業全国大会を開催。
2011  小澤会長死去退任。
 米沢寛氏会長就任。
2013  災害時の情報提供・応急復旧に係わる全国電気工事（業）
 工業組合連携協定締結。
 第30回電気工事業全国大会を開催。
 今大会を機に、電気工事技能競技全国大会と電気工事業全国大会が
 隔年開催となる。
2014  福利厚生3事業の大幅リニューアル
 中小企業組合の中でも最大規模クラスである当連合会
 （全国36,000社）のスケールメリットを活かし、グループ共済制度・
 第三者損害賠償制度・業務補償制度の3つの福利厚生事業
 大幅リニューアルを実施。（募集開始）
 第1回電気工事技能競技全国大会を開催。
2015  第31回電気工事業全国大会を開催。
 本大会より従来の電気工事業全国大会をリニューアルし、
 情報交換や事例プレゼン等に要点を置いた
 「組合員の道を拓く機会・気づき」の提供をメインに開催。
2016  第2回電気工事技能競技全国大会を開催。
 女性の部、高校生の部の創設。
2018  第3回電気工事技能競技全国大会を開催。
2019  平成26年からスタートした業界理解促進交流事業
 （高校生・学生向け業界周知事業）における教育機関参加者数が
 述べ20,000人を超える。
 創立60周年記念　第33回 電気工事業全国大会を開催。


